
第13回日本炎症性腸疾患学会学術集会 モーニングセミナー３

クローン病の治療選択を考える

2022年11月26日（土） 8：00～8：40日 時

佐賀大学医学部 内科学講座 消化器内科　教授江﨑 幹宏 先生 座 長

大阪医科薬科大学 第二内科　講師平田 有基 先生 演 者
クローン病小腸病変に対するウステキヌマブ治療について

加藤 真吾 先生 埼玉医科大学総合医療センター 消化器・肝臓内科　准教授
埼玉医科大学かわごえクリニック IBDクリニック外来演 者

クローン病治療におけるウステキヌマブの有用性

第13回日本炎症性腸疾患学会学術集会
ヤンセンファーマ株式会社/田辺三菱製薬株式会社

共 催

第1会場（梅田サウスホール／大ホール1）会 場
〒530-0001 大阪市北区梅田1丁目13番1号 大阪梅田ツインタワーズ・サウス11階

ステラーラⓇ（ウステキヌマブ）の効能又は効果（クローン病）
［点滴静注製剤］ 中等症から重症の活動期クローン病の導入療法
 （既存治療で効果不十分な場合に限る）
［皮下注製剤］ 中等症から重症の活動期クローン病の維持療法
 （既存治療で効果不十分な場合に限る）


